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次回の会議日程

令和４年６月～７月

府立吹田高等学校　本館２階　会議室

出席者(学校） 守田岳巳校長、藤井秀雄教頭、湯木貞博事務長、小澤靖典首席

傍聴者 ０名

議題等(次第順）

・令和３年度学校経営計画及び学校評価について
・令和３年度学校教育自己診断アンケートの分析結果について
・その他

○令和３年度学校経営計画及び学校評価について以下のとおり、質疑応答・意見交換を行った。
〇生徒指導について
・無遅刻の生徒がかなりいるので、きっと皆勤賞を欲しがる生徒がいるはず。
・通学路は、角地が多くしかも道が細いので、出会いがしらの事故が無いよう、しっかりと自転車通学の指導をして
もらいたい。
〇クラブ活動について
・アンケートでのクラブ活動に対する肯定率が、生徒73.8％、保護者83.5％とコロナ禍で活動が制限される中、思っ
たより高い。加入率が低いにも関わらず肯定率は高いので、クラブの加入者が増えれば、学校も活性化する。
・教員アンケートの中で、特定の教員のクラブ顧問掛け持ちや技術指導ができる教員の不足等が例年指摘されて
いるが、吹田高校として顧問の教員の不足をどう解消しようとしているのか。吹田高校だけの問題ではなく、教育
委員会としてしっかり検討してもらいたい。
〇進路指導について
・進路が決まらずに卒業する生徒について、具体的な目標を持っているならば良いと思う。令和３年度は、目標を
持たずに卒業する生徒はいなかったと聞いて安心した。
〇教育相談・支援教育の充実について
・発達障がいのある生徒について、どのような支援を行っているのか。進路指導も含めて適切に対応してもらいた
い。
〇校内美化について
・保護者のアンケートで清掃について、そう思うという人とそう思わないという人がそれぞれ同程度になっている。
校舎が古いということをもって、そう思わないと考えたのかもしれない。ここで焦点を当てているのは「清掃」という
点なので、例えば「校舎が古いということは置いておいて」と注釈をつけて聞いた方が答えやすのではないか。
・経年変化を見ることも大事であるが、教職員と生徒・保護者で差が出ていることもあり、問の仕方で答えが変わる
かもしれない。次年度に向けて検討してもらいたい。
〇校務の効率化について
・アンケートにおいて、研修については「あなたは研修どのように関わりましたか」とか、校内メールについては「あ
なたは校内メールを積極的に活用しましたか」と具体的な内容に踏み込んで聞いてもらいたい。
・これだけ研修を行っているのに、肯定率が50％に行かず46.3％にとどまっているのは困惑する。全員とまではい
かないでも、数人の先生に個別に聞いた方が良いと思う。
・研修講師を校内教員が行うと甘えがあるので、ミニ研修の時は無理かもしれないが、一定時間を取る研修につい
ては、外部の講師に来てもらった方が、緊張感が出て良いかもしれない。
○令和３年度学校教育自己診断アンケートの分析結果について以下のとおり、質疑応答・意見交換を行った。
・クラブ活動について、学校として技術指導ができる人間を取り入れ、かつその人間がクラブ活動に専念できる環
境を整えてもらいたい。
・教員の意見として校舎の古さ、清掃が行き届いていないことが気になる。実際、学校に入ると雑然さを感じるの
で、早急に改善をお願いしたい。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料
令和３年度学校経営計画及び学校評価、令和３年度学校教育自己診断アン
ケート集計結果の分析と今後の取り組み

備考

府立吹田高等学校　本館２階　会議室

出席者(委員）

開催場所

横山強会長、林宏昭委員、前田武男委員、竹内必勝委員

学校運営協議会 議事録

府立吹田高等学校

守田　岳巳

開催日時 令和４年３月１日（火）１８:００～１９:３０　　


